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議会だよりNo,67①

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
五
日
招
集
さ
れ
会
期
を
十
六
日
ま
で

の
十
二
日
間
と
決
め
、
平
成
十
八
年
度
の
各
会
計
予
算
補
正
と
関
連
の
条
例
を

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
引
き
続
き
、
平
成
十
九
年
度
予
算
（
※
骨

格
予
算
・
義
務
的
経
費
）
の
説
明
。
同
月
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で
を
議
案
精
査
の

た
め
休
会
と
し
た
。
十
五
日
に
再
開
し
二
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町

理
事
者
の
考
え
を
質
し
た
。
続
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
会
し
、
各
会
計

の
予
算
審
議
が
活
発
に
議
論
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
地
方
を
取
巻

く
財
政
難
の
中
、
可
決
さ
れ
た
予
算
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

平成１9年度予算可決！！ 総額56億7,673万円
一般会計　３７億５,８１５万円

歳　 入 歳　 出

地方交付税

町 税

繰 入 金

町 債

道 支 出 金

使用料・手数料

国庫支出金

地方譲与税

そ の 他

そ の 他

維持補修費

扶 助 費

建設事業費

繰 出 金

物 件 費

補 助 費 等

人 件 費

公 債 費

4,962万4千円

1億1,692万7千円

1億9,389万1千円

3億5,935万0千円

3億3,468万0千円

4億1,642万5千円

6億4,727万8千円

6億5,531万1千円

9億8,466万6千円

20億7,000万0千円

3億4,590万2千円

1億9,659万3千円

2億1,580万0千円

4億4,605万4千円

1億2,169万2千円

9,030万0千円

7,800万0千円

1億9,381万1千円

国民健康保険特別会計　　　5億9,094万円

介護保険特別会計　　　　　3億7,913万円

下水道事業特別会計　　　　1億5,710万円

老人保健特別会計　　　　　5億7,710万円

簡易水道事業特別会計　　　1億6,220万円

風力発電事業特別会計　　　　 5,211万円

平成19年度各種会計予算総額56億7,673万円は、平成18年度予算(19年1月現在)
の59億8,861万円に対し、3億1,188万円の減額予算となります。

補
正
予
算

平
成
18
年
度

◎
一
般
会
計

補
正
額
七
、
〇
〇
九
万
八
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
三
十
九
億

二
、
五
四
七
万
三
千
円
と
す
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
額
三
、
九
八
五
万
九
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
五

億
七
、
五
七
一
万
二
千
円
と
す
る
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
額
二
八
二
万
一
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
億
九
、

九
二
六
万
四
千
円
と
す
る
。

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
額
六
、
八
三
五
万
一
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
六

億
四
、
四
五
〇
万
六
千
円
と
す
る
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
額
六
六
五
万
八
千
円
を
減
額
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
一
億
六
、

五
〇
七
万
七
千
円
と
す
る
。

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
額
一
四
七
万
九
千
円
を
減
額
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
一
億
一
、

一
二
一
万
九
千
円
と
す
る
。

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

補
正
額
二
五
四
万
二
千
円
を
減
額
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
六
、
一
六

八
万
八
千
円
と
す
る
。
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◎
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て

留
萌
海
区
漁
業
調
整
委
員
に
一
名

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
補
欠
選
挙
が

二
月
決
定
し
た
が
速
や
か
に
選
挙
の

執
行
体
制
及
び
諸
準
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
町
議
会
を
招
集
す
る
暇

が
な
い
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の

で
あ
る
。

・
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

留
萌
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
費

七
七
万
三
千
円
を
追
加
し
た
。

◎
平
成
十
九
年
度
㈱
苫
前
町
振
興
公

社
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

・
事
業
予
算
の
総
額
は
、
一
億
八
、

〇
〇
〇
万
円
と
定
め
た
。

・
長
期
、
短
期
の
借
入
金
限
度
額
を

三
、
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
。

・
計
画
概
要

第
九
期
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

営
業
収
支
の
改
善
に
よ
る
「
指
定
管

理
料
」
内
で
の
採
算
経
営
を
最
大
目

標
と
し
、
全
社
員
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

十
八
年
度
に
行
っ
た
中
小
企
業
診

断
士
よ
る
「
経
営
診
断
」
の
結
果
を

参
考
と
し
、
各
部
門
別
の
「
具
体
的

改
善
方
策
」
の
実
施
を
中
心
と
し
て

行
う
こ
と
と
す
る
。

◎
苫
前
町
副
町
長
定
数
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

副
町
長
の
定
数
を
一
名
と
す
る
。

★
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

字
長
島
羽
幌
境
界
（
八
線
沢
）
の

旧
道
々
一
部
を
町
道
と
認
定
し
た
。

★
留
萌
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

★
北
留
萌
消
防
組
合
規
約
の
変
更
　

★
羽
幌
町
外
二
町
村
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
変
更

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

組
合
規
約
の
変
更
に
定
め
る
執
行
機

関
の
組
織
等
を
変
更
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
が
必
要

★
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る

人
権
擁
護
委
員
に
苫
前
町
字
苫
前

一
八
〇
番
地
の
竹
橋
隆
至
氏
を
推
薦

し
、
議
会
の
承
認
を
得
た
。

★
苫
前
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正

★
苫
前
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

★
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理

助
役
制
度
の
廃
止
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

★
苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

人
事
院
給
与
勧
告
に
か
ん
が
み
、

町
職
員
の
管
理
職
手
当
及
び
扶
養
手

当
の
支
給
額
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

★
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
改
正

平
成
十
六
年
四
月
よ
り
削
減
し
て

い
る
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
さ
ら
に
削
減
措
置

を
継
続
す
る
。

★
留
萌
支
庁
管
内
公
平
委
員
会
共
同

設
置
に
関
す
る
規
約
の
変
更

同
委
員
会
か
ら
サ
ロ
ベ
ツ
清
掃
組

合
の
解
散
に
伴
う
、
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
た
。

主

な

議

案

内

容

議会だよりNo,67②

主
な
質
疑
内
容

質
　
西
　
議
員

町
営
住
宅
使
用
料
の
減
額
で
、
入

居
者
の
ニ
ー
ズ
は
捉
え
て
い
る
の
か
、

問
題
点
・
課
題
点
は
な
い
の
か

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
が
増
え

た
こ
と
の
要
因
と
し
て
法
改
正
と
利

用
者
の
増
と
ど
ち
ら
が
大
き
い
の
か

答
　
村
田
建
設
課
長

要
因
と
し
て
、
所
得
の
高
い
方
の

退
去
が
大
き
な
要
因
で
、
ニ
ー
ズ
と

し
て
は
安
い
方
の
住
宅
が
良
い
と
の

方
も
た
く
さ
ん
い
る
。

答
　
横
野
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
長

法
改
正
に
よ
り
、
収
入
側
で
は
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
阿
部
　
議
員

法
人
税
割
に
お
い
て
、
予
定
申
告

と
中
間
申
告
へ
変
わ
る
と
こ
ろ
の
意

味
を
説
明
願
う
。

町
営
住
宅
に
お
い
て
、
所
帯
持
ち

か
ら
離
婚
な
ど
単
身
に
な
っ
た
場
合

の
取
り
扱
い
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
。

介
護
予
防
特
例
高
齢
者
に
お
い
て
、

一
般
と
特
例
の
基
準
は
何
か

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

予
定
申
告
は
前
年
度
実
績
に
基
づ

て
半
分
を
納
税
、
中
間
申
告
は
半
年

を
経
過
し
た
時
点
で
仮
決
算
し
、
算

定
し
納
付
す
る
も
の
。

答
　
村
田
建
設
課
長

離
婚
な
ど
の
理
由
で
単
身
に
な
っ

た
場
合
、
当
人
と
協
議
す
る
が
す
ぐ

に
退
去
し
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
な

い
。

答
　
横
野
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
長

特
定
高
齢
者
は
要
介
護
認
定
者
に

な
る
可
能
性
の
高
い
方
を
指
し
、
そ

れ
ら
以
外
の
方
が
一
般
高
齢
者
と
な

る
。

質
　
青
木
　
議
員

町
税
個
人
滞
納
繰
越
分
20
万
２
千

円
減
額
で
、
こ
れ
は
納
税
者
が
納
め

き
れ
な
い
の
か
、
ま
た
は
、
決
算
の

結
果
、
欠
損
処
分
金
と
な
る
の
か

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

本
年
度
徴
収
の
見
込
み
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
減
額
す
る
も
の
。

質
　
林
　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
関
連
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て
説
明
願
う
。

苫
前
厚
生
病
院
経
営
損
失
金
４
千
90

万
円
と
あ
る
が
、
こ
の
中
身
の
精
査

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

次
に
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
管
理
委
託
料
で
29
万
４
千
円
の
減

額
が
で
て
く
る
が
、
残
金
の
説
明
を

願
う

答
　
横
野
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
長

75
歳
以
上
の
方
の
資
格
の
管
理
、

保
険
料
の
賦
課
を
広
域
連
合
側
で
行

う
こ
と
に
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
、

税
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改

修
と
高
齢
者
な
ど
の
患
者
負
担
割
合

等
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
。

答
　
森
　
町
長

苫
前
厚
生
病
院
経
営
損
失
に
つ
い

て
は
、
厚
生
連
が
ど
の
く
ら
い
運
営

努
力
を
し
て
い
る
か
詰
め
て
い
る
が
、

全
道
９
町
で
統
一
さ
れ
た
規
定
が
あ

り
、
う
ち
だ
け
が
ど
う
こ
う
と
は
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
含
め

て
９
町
の
町
長
で
話
を
し
て
い
る
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

改
修
予
定
の
部
屋
を
変
更
し
た
た

め
に
生
じ
た
減
額
。

質
　
阿
部
議
員

下
水
道
受
益
者
分
担
金
が
増
額
で

一
括
納
入
と
あ
る
が
、
説
明
を
願
う

次
に
消
防
施
設
費
で
９
５
３
万
円

減
額
さ
れ
て
い
る
。
救
急
車
購
入
の

分
だ
と
思
う
が
、
予
算
の
過
大
計
上

で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
う

答
　
村
田
建
設
課
長

原
則
は
分
割
納
入
だ
が
、
10
戸
の

方
が
一
括
納
入
さ
れ
、
増
と
な
っ
た
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

参
考
見
積
り
を
取
っ
た
上
で
の
予

算
計
上
で
、
競
争
入
札
の
結
果
や
資

器
材
等
で
不
用
額
が
出
た
も
の
。

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

質
　
西
田
　
議
員

売
電
収
入
減
で
、
故
障
被
害
、
災

害
共
済
金
な
ど
に
つ
い
て
説
明
願
う

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

要
因
は
風
が
弱
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
災
害
共
済
金
と
停
電
補
償
金
を
今

回
増
額
補
正
し
た
。

質答答質

答答答答 答

答答答答質答 質

質質
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１
、
留
萌
中
部
３
町
村
広
域
連
携
実

務
研
究
会
で
調
査
研
究
を
進
め
て
き

た
。
報
告
書
で
は
、
３
町
村
に
よ
る

広
域
火
葬
場
の
建
設
を
推
進
す
べ
き

と
の
方
向
性
を
確
認
し
た
上
で
建
設

時
期
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
供
用

開
始
を
目
標
と
す
る
。
施
設
規
模
は
、

火
葬
炉
２
炉
、
ペ
ッ
ト
炉
、
休
憩
室
、

告
別
室
な
ど
を
整
備
。
事
業
方
式
は
、

民
間
の
経
営
能
力
、
技
術
力
を
活
用

し
、
公
共
施
設
等
の
設
計
、
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
工

法
が
適
当
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
事

業
主
体
を
既
存
の
羽
幌
町
外
２
町
村

衛
生
施
設
組
合
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
建
設
場
所
は
、
地
理
的
条
件

か
ら
羽
幌
町
内
と
し
、
建
設
事
業
費

は
約
４
億
円
（
う
ち
１
億
５
千
万
円

は
道
補
助
金
）
施
設
建
設
後
20
年
間

の
維
持
管
理
費
、
運
営
費
の
総
負
担

額
７
億
６
千
８
百
万
円
で
本
町
の
負

担
額
は
20
年
間
の
支
払
い
で
２
億
４

千
万
円
、
単
年
度
で
は
約
１
千
２
百

万
円
と
な
る
。

２
、
現
施
設
は
平
成
12
年
〜
14
年
に
、

約
６
億
５
千
万
円
を
か
け
て
大
改
修

を
行
い
、
10
年
間
の
延
命
措
置
を
講

じ
た
も
の
で
現
施
設
で
の
処
理
が
平

成
21
年
度
ま
で
可
能
と
な
っ
た
。
今

後
、
再
更
新
に
は
事
業
費
が
高
額
で

現
実
的
で
は
な
く
、
汚
水
処
理
施
設

の
共
同
化
を
図
る
こ
と
が
効
率
的
、

経
済
的
で
あ
り
、
下
水
道
施
設
で
合

同
処
理
を
行
う
方
向
の
協
議
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
で
の
し
尿

処
理
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
公
共
下
水
道
事
業
を
実
施
し
て

い
る
羽
幌
町
と
苫
前
町
に
よ
り
ミ
ッ

ク
ス
事
業
の
活
用
を
前
提
と
し
て
い

る
。
な
お
、
現
施
設
の
稼
動
予
定
が

平
成
21
年
度
を
目
途
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
供
用
予
定
と
な
る
平

成
23
年
度
ま
で
の
約
１
年
間
の
維
持

補
修
等
の
経
費
が
発
生
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

１
、
厚
生
連
が
全
額
負
担
を
要
求
す

る
に
至
っ
た
背
景
、
今
後
の
運
営
形

態
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
か

２
、
そ
の
際
、
町
へ
移
管
、
撤
退
と

い
う
話
は
全
く
な
か
っ
た
の
か

３
、
休
日
や
夜
間
の
救
急
対
応
に
つ

い
て
、
住
民
周
知
は
ど
う
行
う
か

４
、
説
明
会
で
厚
生
連
と
の
関
係
は

堅
持
す
る
と
断
言
し
た
が
、
そ
の
裏

づ
け
は
あ
る
の
か

５
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
老
健
施
設

へ
移
行
、
開
始
す
る
予
定
と
し
た
が
、

介
護
保
険
事
業
計
画
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

６
、
体
制
の
変
更
か
ら
特
老
や
学
校

医
体
制
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
く
か

１
、
介
護
、
医
療
報
酬
の
大
幅
な
医

療
制
度
改
革
や
、
全
国
で
38
万
床
あ

る
療
養
病
床
を
平
成
23
年
度
末
ま
で

に
15
万
床
に
削
減
す
る
と
い
っ
た
背

景
か
ら
、
老
人
保
健
施
設
へ
の
移
行

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
影
響
な
ど
か
ら
、
Ｊ
Ａ
北
海

道
厚
生
連
全
体
で
も
大
幅
な
経
営
損

失
が
生
じ
、
全
額
負
担
を
要
求
し
て

き
た
。
形
態
と
し
て
は
、
無
床
診
療

所
へ
の
移
管
と
と
も
に
介
護
老
人
保

健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
併
設
パ

タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。

２
、
全
道
の
所
在
町
の
首
長
会
議
で
、

経
営
形
態
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
。

自
治
体
へ
の
移
管
や
病
院
経
営
か
ら

の
撤
退
も
あ
り
得
る
説
明
を
受
け
た

経
緯
が
あ
る
。

３
、
休
日
夜
間
、
救
急
を
受
け
入
れ

る
体
制
が
整
わ
な
く
、
全
面
的
に
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
住
民
周
知
は

町
広
報
誌
、
回
覧
板
で
考
え
て
い
る
。

４
、
厚
生
病
院
の
本
来
の
あ
り
方
は
、

農
業
者
の
健
康
、
福
祉
向
上
の
た
め

の
医
療
機
関
で
あ
り
、
目
的
達
成
の

た
め
、
今
後
経
営
形
態
が
変
更
さ
れ

て
も
存
続
す
る
と
判
断
し
た
。

５
、
介
護
老
人
保
健
施
設
で
の
運
営

と
し
て
考
え
た
場
合
、
施
設
整
備
に

関
わ
る
内
容
が
無
い
た
め
、
計
画
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
介
護
保
険
料

の
増
額
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。
ま

た
、
留
萌
圏
域
に
お
い
て
、
他
の
介

護
保
険
施
設
の
整
備
状
況
と
の
調
整

が
必
要
。
保
健
福
祉
圏
域
連
絡
協
議

会
で
協
議
が
必
要
と
な
る
。
少
な
い

時
間
だ
が
、
十
分
検
討
を
行
い
た
い
。

６
、
町
が
、
特
老
施
設
理
事
者
に
ご

理
解
頂
き
、
厚
生
病
院
へ
主
治
医
変

更
の
承
諾
を
頂
い
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
体
制
変
更
か
ら
日
中
の
外

来
以
外
は
受
け
入
れ
対
応
が
出
来
な

い
状
況
が
予
測
さ
れ
る
。
施
設
の
意

向
を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
関
与
し

て
い
く
考
え
で
い
る
。

三
位
一
体
改
革
や
地
方
分
権
の
推

進
、
支
庁
制
度
改
革
な
ど
地
方
自
治

を
取
巻
く
状
況
が
変
化
す
る
中
、
町

は
広
域
連
携
を
一
層
強
化
、
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
現

在
、
広
域
連
携
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
い
る
が
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
具
体
的
な
計
画
（
建
設
時
期
、

事
業
費
、
事
業
方
針
な
ど
）
を
含
め

て
伺
う
。

１
、
広
域
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
て

２
、
広
域
ミ
ッ
ク
ス
事
業
に
よ
る
し

尿
処
理
に
つ
い
て森

　

町

長

答
弁

『
苫
前
町
の
広
域
連
携
の

現
状
に
つ
い
て
』

一
　
般
　
質

問

一
　
般
　
質

問

猫　島　議　員

『
苫
前
厚
生
病
院
及
び
今
後
の

医
療
介
護
に
つ
い
て
』西　　議　員

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁
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苫
前
厚
生
病
院
は
平
成
十
七
年
度

経
営
に
損
失
金
が
生
じ
た
。

先
に
締
結
し
た
「
病
院
運
営
に
関

す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
運
営
の
助

成
が
要
請
さ
れ
た
。

損
失
金
額
　
　
六
、
一
四
二
万
円

損
失
補
償
金
　
四
、
〇
九
〇
万
円

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
夜
間
診
療
、

救
急
体
制
を
な
く
す
る
。

平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
無
床
診
療

所
＋
老
健
施
設
と
し
た
い
。

広
域
火
葬
場
の
建
設
に
関
す
る
報
告

留
萌
中
部
地
域
（
初
山
別
、
羽
幌
、

苫
前
）
で
構
成
す
る
地
域
振
興
協
議

会
は
、
火
葬
場
の
建
設
が
三
町
村
に

共
通
し
た
課
題
と
認
識
し
た
。

過
日
事
務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
調
査

研
究
を
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と

お
り
。

老
朽
化
が
著
し
い
既
存
施
設
の
現

状
及
び
行
政
経
費
の
縮
減
を
図
り
な

が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
適

切
な
施
設
管
理
を
行
う
た
め
に
、
広

域
に
よ
る
火
葬
場
建
設
を
推
進
す
る
。

平
成
十
九
年
度
羽
幌
町
外
二
町
村
衛

生
施
設
組
合
予
算
が
示
さ
れ
た

総
額
　
四
億
八
千
万
円

起
債
償
還
は
平
成
三
十
年
度
で
完

了
す
る
。

国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
事
業

の
実
施

苫
前
土
地
改
良
区
が
平
成
十
九
年

度
で
実
施
予
定
し
て
い
る
、
三
渓
ダ

ム
及
び
西
古
丹
別
頭
首
工
の
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
道
営
事
業
か
ら
国

営
事
業
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
事
業

に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
適
切
な
森

林
整
備
の
実
施
に
必
要
不
可
欠
な
地

域
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
森

林
施
業
の
集
約
化
を
図
る
た
め
に
必

要
な
情
報
収
集
活
動
を
支
援
す
る
。

事
業
費
　
六
七
五
万
円

北
留
萌
消
防
組
合
の
平
成
十
九
年
度

予
算
が
示
さ
れ
た

総
額
一
億
七
、
九
六
〇
万
円
で
本

年
の
主
な
る
工
事
は
、
消
火
栓
の
取

替
え
が
二
ヶ
所
、
改
修
が
三
ヶ
所
で

工
事
費
二
七
一
万
円
が
計
上
さ
れ
た

苫
前
商
業
高
校
入
試
出
願
状
況
及
び

存
続
対
策
関
連
事
業
に
つ
い
て

★
入
試
出
願
状
況
は
募
集
定
員
四
〇

名
に
対
し
、
三
十
四
名
の
出
願
が
あ

り
、
前
年
度
よ
り
二
名
の
増
加
で
あ

る
。

★
高
校
存
続
対
策
事
業
は
昨
年
に
引

き
続
き
、
存
続
対
策
及
び
地
域
活
性

化
策
と
し
て
平
成
十
九
年
度
も
後
援

会
に
対
し
助
成
を
予
定

補
助
額
　
八
九
四
万
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
外
部
柱
脚

補
修
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
十
二
月
の
地
震
に
よ

り
主
要
構
造
物
の
柱
及
び
筋
か
い
の

損
傷
が
経
年
劣
化
も
手
伝
い
、
危
険

で
あ
る
と
判
断
し
、
補
修
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

補
修
内
容
は
、
外
部
か
ら
柱
脚
部

の
横
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
柱
脚
部
を
巻
き
込
み
動
き
を

防
ぐ
も
の
、
あ
く
ま
で
も
応
急
の
補

修
で
あ
る
。

事
業
費
　
一
〇
〇
万
円

水
産
鮮
度
保
持
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

北
る
も
い
漁
協
は
、
四
町
村
が
合

併
し
た
広
域
漁
協
で
あ
る
。
水
産
物

等
の
鮮
度
保
持
用
の
氷
の
供
給
や
冷

凍
、
冷
蔵
業
務
は
苫
前
と
羽
幌
を
中

心
に
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
既
存

の
施
設
は
い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
新
た
な
施
設
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
漁
獲

量
の
多
い
羽
幌
を
物
流
の
拠
点
と
し
、

建
設
用
地
の
確
保
が
可
能
な
苫
前
を
、

水
産
物
保
持
施
設
の
拠
点
と
し
て
集

約
化
し
、
漁
協
運
営
の
効
率
化
を
図

る
。施

設
規
模
　

製
氷
、
貯
氷
、
冷
凍
、
冷
蔵
施
設
一

棟
（
二
階
建
て
）

事
業
費
　
五
億
三
、
〇
〇
〇
万
円

農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
対
策
に

つ
い
て

農
業
集
落
で
は
、
過
疎
化
、
高
齢

化
の
進
行
、
農
業
の
担
い
手
不
足
に

よ
り
集
落
機
能
が
低
下
し
、
農
地
及

び
農
道
、
用
排
水
路
な
ど
適
切
な
管

理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
農
地
や
水
な
ど
の
資

源
保
全
と
そ
の
質
の
向
上
を
図
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
農
村
の
基
盤

を
支
え
る
た
め
、
地
域
共
同
活
動
に

対
し
、
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
施
期
間
　

平
成
十
九
年
度
よ
り
五
年
間
　

交
付
対
象
面
積
　
九
一
六
ha

保
全
活
動
内
容

農
地
施
設
の
点
検
、
草
刈
、
排
水
路

の
泥
上
げ
、
農
道
の
補
修
な
ど
。

支
援
活
動
交
付
金

二
、
六
〇
〇
万
円

（
国
五
〇
、
道
二
十
五
、
町
二
十
五
）

苫
前
町
議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て

現
在
の
一
〇
％
減
を
平
成
十
九
年

五
月
以
降
も
継
続
す
る
。
た
だ
し
、

新
た
な
議
員
で
よ
り
一
層
の
削
減
を

実
施
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

期
間
限
定
は
し
な
い
。

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成19年
２月７日
開　催

全
員
協
議
会

平成19年
２月13日
開　催

広
域
行
政
研
究

特
別
委
員
会
平成19年
２月13日
開　催

議会だよりNo,67④

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成19年
２月14日
開　催

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成19年
２月14日
開　催

行

政

改

革

特
別
委
員
会
平成19年
１月15日
開　催

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

町
議
会
議
員
十
五
年
以
上
の
在
職

者
に
対
し
、
自
治
功
労
表
彰
が
次
の

議
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

三
月
五
日
開
催
の
定
例
会
席
上
、

星
野
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

年
代
芳
則
議
員
（
十
五
年
九
月
）

小
阪
伸
一
議
員
（
十
五
年
九
月
）

間
宮
英
明
議
員
（
十
五
年
九
月
）

林

秀
行
議
員
（
十
五
年
九
月
）

柴
田
文
夫
議
員
（
十
五
年
九
月
）

藤
田
憲
二
議
員
（
十
五
年
九
月
）
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質
　
西
　
委
員

「
道
の
駅
」
が
開
業
し
、「
ふ
わ
っ

と
」
に
管
理
委
託
さ
れ
る
が
、
委
託

費
を
ど
う
す
る
、
次
に
「
風
車
ま
つ

り
」、今
年
度
の
予
算
３
２
０
万
円
の

積
算
、
そ
の
内
容
と
主
な
主
眼
は
何

か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

「
道
の
駅
」
委
託
費
に
関
し
て
は
、

人
件
費
、
水
道
費
、
清
掃
費
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
、
利
用
者
に
よ
る
売
上

げ
増
で
相
殺
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
推
移
を
見
て
振
興
公
社
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。「
風
車
ま
つ
り
」

に
関
し
て
は
昨
年
同
様
に
食
と
観
光
、

各
産
業
の
振
興
に
努
め
、
今
後
、
実

行
委
員
会
に
て
詰
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
　
西
　
委
員

不
確
定
な
「
道
の
駅
」
の
利
用
者

で
委
託
費
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
予

算
を
計
上
す
べ
き
だ
。
次
に
「
風
車

ま
つ
り
」
も
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
企
画
か

ら
、
地
域
住
民
へ
の
シ
フ
ト
を
考
え

る
頃
だ
と
思
う
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

「
道
の
駅
」
は
19
年
度
実
績
を
踏

ま
え
た
い
。
第
４
回
と
な
る
「
風
車

ま
つ
り
」
は
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

重
視
し
実
行
委
員
会
に
提
案
し
た
い
。

質
　
浅
井
委
員

福
祉
有
償
運
送
事
業
は
、
タ
ク
シ

ー
の
無
い
古
丹
別
地
区
な
ど
利
用
者

が
喜
ん
で
い
る
。
現
状
で
の
利
用
者

数
や
地
域
ご
と
の
利
用
料
金
を
提
示

願
い
た
い
。

答
　
横
野
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
長

現
在
、
利
用
登
録
者
は
42
名
、
延

べ
数
で
４
３
９
名
、
利
用
収
入
が
26

万
５
５
０
円
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
に

は
後
ほ
ど
資
料
を
提
出
し
ま
す
。

質
　
浅
井
委
員

住
民
に
喜
ば
れ
、
大
切
な
事
業
で

あ
る
、
継
続
性
を
重
視
し
慎
重
に
運

営
す
べ
き
だ
。

答
　
斉
藤
助
役

老
人
福
祉
は
重
要
課
題
で
あ
り
、

今
後
、
法
律
改
正
な
ど
に
も
慎
重
に

対
応
し
て
行
き
た
い
。

質
　
青
木
委
員

町
税
収
入
の
調
整
率
が
今
年
度
よ

り
、
99
％
か
ら
90
％
に
変
更
し
て
い

る
理
由
は
何
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

近
年
の
景
気
低
迷
に
よ
る
収
納
率

の
低
下
、
並
び
に
予
算
の
過
大
見
積

も
り
回
避
な
ど
危
惧
し
て
の
対
策
で

す
が
、
徴
収
に
は
努
力
し
た
い
。

質
　
青
木
委
員

高
校
対
策
費
負
担
金
で
の
国
際
交

流
事
業
は
昨
年
よ
り
一
名
増
の
三
名

で
予
算
さ
れ
て
い
る
、
根
拠
は
何
か
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

昨
年
は
企
画
会
社
の
都
合
に
よ
り

事
業
が
中
止
と
な
っ
た
。
生
徒
募
集

の
Ｐ
Ｒ
で
も
明
記
し
て
お
り
、
募
集

の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
、
理
解
願
い

た
い
。

質
　
西
田
委
員

風
力
発
電
事
業
者
か
ら
の
協
力
金

が
、
年
々
減
額
し
て
い
る
理
由
は
何

か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

事
業
者
の
協
力
金
は
売
電
収
入
の

２
％
で
あ
り
、
設
備
利
用
率
が
低
か

っ
た
も
の
で
す
。

質
　
林
　
委
員

庁
舎
管
理
業
務
は
第
四
次
行
政
改

革
実
施
案
に
記
載
あ
る
が
、
実
行
の

ス
ピ
ー
ド
も
必
要
と
思
う
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

昨
年
よ
り
１
５
０
万
円
減
額
を
し

た
。
地
元
雇
用
の
問
題
も
あ
り
、
今

後
は
段
階
的
に
減
額
を
考
え
た
い
。

質
　
林
　
委
員

「
な
な
か
ま
ど
」
管
理
委
託
料
で

指
定
管
理
者
契
約
よ
り
増
額
と
な
っ

て
い
る
、
フ
ロ
ン
ト
会
計
機
リ
ー
ス

料
は
管
理
契
約
に
入
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
が
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

損
害
保
険
が
未
計
上
、
並
び
に
会

計
機
は
劣
化
の
想
定
外
で
し
た
。
本

来
は
指
摘
の
と
お
り
指
定
管
理
者
契

約
の
中
で
処
理
す
べ
き
事
項
か
と
考

え
ま
す
。

質
　
林
　
委
員

海
岸
漂
着
流
木
等
の
清
掃
事
業
は

平
成
15
年
か
ら
３
年
間
、
国
費
で
雇

用
対
策
事
業
と
し
て
予
算
さ
れ
て
い

る
が
、
補
助
が
な
く
な
っ
て
も
町
費

で
計
上
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
予
算

の
中
で
は
知
恵
が
必
要
で
な
い
か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

今
後
は
職
員
に
よ
る
作
業
や
、
予

算
の
執
行
に
関
し
て
は
低
廉
な
価
格

な
ど
を
考
慮
し
実
行
し
た
い
。

質
　
林
　
委
員

現
況
の
財
政
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
へ

の
予
算
は
考
え
ら
れ
な
い
、
職
員
は

自
ら
の
給
料
を
下
げ
て
も
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
振
興
や
経
済

効
果
な
ど
に
十
分
応
え
る
な
ど
、
今

後
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

答
　
斉
藤
助
役

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
対
前
年

度
５
％
を
減
額
す
る
な
ど
財
政
の
厳

し
さ
は
十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

港
の
整
備
な
ど
も
関
連
し
ま
す
が
、

年
一
回
の
祭
り
と
し
て
理
解
頂
き
た

い
。

質
　
西
　
委
員

古
丹
別
学
園
通
り
局
部
改
良
工
事
、

こ
の
道
路
は
隆
起
が
激
し
い
。
ど
の

程
度
の
改
良
か
。

主

な

予

算

質

疑

質質 答答

質質質 質答答答

質質質 答答答答

質質 答答答質

議会だよりNo,67⑤
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般
会
計

阿部委員長（右）と池田議会事務局長（左）



広報とままえ　４月号　7頁

答
　
村
田
建
設
課
長

80
ｍ
区
間
で
舗
装
面
の
改
良
、
歩

道
の
改
修
が
主
な
工
事
で
、
応
急
的

な
も
の
で
す
。

質
　
西
　
委
員

地
域
防
災
計
画
素
案
作
成
事
業
で

は
旧
計
画
の
加
除
と
思
う
が
、
新
規

に
加
わ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

近
年
の
災
害
等
を
加
味
し
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
合
性
、
道
と

の
調
整
な
ど
含
め
素
案
が
作
ら
れ
ま

す
。

質
　
林
　
委
員

道
路
排
水
管
清
掃
業
務
予
算
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
、
理
由
は
何
か
。

答
　
村
田
建
設
課
長

例
年
、
予
算
を
削
減
し
て
来
た
結

果
、
管
の
詰
ま
り
箇
所
が
多
く
な
り

対
応
で
の
予
算
計
上
で
す
。

質
　
林
　
委
員

防
雪
柵
管
理
業
務
委
託
料
は
昨
年

の
事
故
に
よ
り
、
新
設
さ
れ
た
も
の

と
思
う
が
、
職
員
に
よ
る
点
検
等
も

徹
底
す
べ
き
だ
。

答
　
村
田
建
設
課
長

事
故
の
撲
滅
を
考
え
、
業
者
に
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
職
員
で
の

管
理
も
徹
底
し
て
い
く
。

質
　
小
阪
委
員

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
及
び
補
修

工
事
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
願
う
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

便
所
の
悪
臭
対
策
と
地
震
劣
化
に

よ
る
柱
脚
部
補
修
で
あ
り
、
応
急
的

な
も
の
で
あ
る
。

質
　
小
阪
委
員

セ
ン
タ
ー
建
物
自
体
の
劣
化
が
激

し
く
、
今
後
の
建
物
使
用
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

セ
ン
タ
ー
は
地
域
住
民
に
と
り
必

要
不
可
欠
な
施
設
と
考
え
て
い
る
が
、

施
設
の
存
続
に
関
し
て
は
、
財
政
を

鑑
み
考
慮
し
た
い
。

質
　
青
木
委
員

「
コ
コ
カ
ピ
ウ
」
の
製
氷
機
購
入

52
万
円
で
あ
る
が
、
市
販
「
氷
」
を

利
用
す
べ
き
で
は
。
次
に
町
営
住
宅

等
修
繕
費
予
算
の
掴
み
、
修
繕
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

使
用
料
を
徴
収
し
て
お
り
、
契
約

の
中
に
製
氷
機
が
入
っ
て
い
ま
す
。

答
　
村
田
建
設
課
長

予
算
は
前
年
実
績
で
あ
り
、
屋
根

等
の
多
額
な
物
件
で
な
く
、
住
宅
内

で
の
小
さ
な
修
繕
費
用
で
す
。

質
　
柴
田
委
員

牧
場
費
で
預
託
牛
の
受
胎
率
が
悪

い
。
改
善
す
べ
き
対
策
を
示
せ
。

答
　
河
端
農
林
水
産
課
長

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
飼
料
の

配
合
な
ど
預
託
者
と
協
議
し
、
改
善

に
努
め
た
い
。

質
　
西
　
委
員

退
職
者
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

で
該
当
者
が
増
え
て
い
る
が
、
給
付

は
減
額
と
な
る
と
の
説
明
で
あ
る
が
、

こ
の
予
算
で
対
応
で
き
る
の
か
。
次

に
習
慣
病
に
対
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

研
修
内
容
な
ど
取
組
を
ど
う
考
え
て

い
る
。

保
健
師
の
仕
事
が
多
岐
に
わ
た
る

が
、
対
応
で
き
る
の
か
。

答
　
横
野
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
長

給
付
費
で
は
、
高
額
な
入
院
の
多

発
を
懸
念
し
て
い
る
。
次
に
計
画
で

す
が
、
医
療
費
分
析
を
行
い
、
検
診

の
実
施
、
数
値
目
標
な
ど
を
盛
り
込

み
、
研
修
等
を
実
施
し
た
い
。

答
　
開
発
町
民
課
主
幹

保
健
師
業
務
が
多
忙
と
な
り
、
業

務
を
進
め
る
中
で
増
員
も
検
討
し
た

い
。

質
　
西
　
委
員

下
水
道
事
業
の
工
期
が
住
民
説
明

会
で
は
変
更
に
な
っ
て
い
る
、
過
疎

債
の
適
用
も
含
め
再
度
説
明
願
う
。

答
　
村
田
建
設
課
長

議
員
へ
の
説
明
時
に
工
期
が
長
い

と
の
指
摘
が
あ
り
、
内
部
で
協
議
し

変
更
し
て
い
ま
す
。

答
　
斉
藤
助
役

過
疎
債
に
関
し
て
は
、
国
の
は
た

ら
き
も
あ
り
継
続
さ
れ
る
と
予
測
し

て
い
る
。

質
　
西
田
委
員

下
水
道
普
及
率
を
示
せ
。

答
　
村
田
建
設
課
長

２
年
間
経
過
し
、
18
年
度
は
20
％

の
普
及
率
で
す
。
当
初
計
画
ど
お
り

に
推
移
し
て
ま
す
。

質
　
西
　
委
員

枠
配
分
方
式
予
算
に
よ
る
弊
害
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ど
う
見
て
い

る
。今

後
の
予
算
編
成
の
課
題
、
改
善

方
法
は
何
か
、
財
政
健
全
化
計
画
を

示
し
願
い
た
い
。
今
後
、
社
会
福
祉

が
懸
念
さ
れ
る
、
国
保
会
計
等
保
険

料
な
ど
、
ど
う
考
え
て
い
る
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

財
政
健
全
化
計
画
は
国
の
動
向
に

左
右
さ
れ
難
し
い
が
、
19
年
度
中
に

は
示
し
た
い
。

答
　
森
　
町
長

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
な
が
ら

も
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぎ
た
い
。

予
算
編
成
の
課
題
は
起
債
の
償
還
を

下
げ
る
事
に
注
視
し
た
い
。
保
険
税

率
に
関
し
て
は
研
究
中
で
あ
る
が
、

町
民
に
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
努
め
た
い
。
質
問
の
各
課
予
算
並

び
に
学
校
の
体
制
な
ど
も
人
口
の
推

移
、
町
の
体
制
を
見
な
が
ら
改
善
し

て
い
き
た
い
。

質
　
林
　
委
員

職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
良

く
働
き
、
物
を
大
切
に
し
、
辛
抱
す

る
、
こ
の
事
を
再
度
考
え
て
欲
し
い
。

起
債
の
利
息
償
還
に
お
い
て
も
、
据

え
置
く
事
な
く
進
め
る
べ
き
だ
。
入

札
制
度
を
含
め
、
財
政
の
切
り
盛
り

を
念
頭
に
執
行
す
る
べ
き
だ
。
教
育

委
員
会
に
は
、
そ
の
姿
が
見
え
て
来

て
い
る
敬
意
を
表
し
た
い
。

答
　
森
　
町
長

町
民
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
、
職

員
間
で
の
消
化
に
努
め
て
い
る
。
起

債
の
据
え
置
き
に
つ
い
て
も
、
17
年

度
以
前
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
指

摘
の
と
お
り
検
討
し
た
い
。
財
政
健

全
化
に
向
け
ご
意
見
を
聴
取
し
、
反

映
し
て
い
き
た
い
。

議会だよりNo,67⑥
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質

質

質質答答 答

質答
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

総
　
　
括
　
　
質
　
　
疑

今年は統一地方選挙の年です。
私たち編集メンバーが担当する議会だよりは
この号で最後となります。
四年間試行錯誤の中、発行してきた議会報で
すが、読みにくい点など多々あったと思います。
これまでご愛読くださりありがとうございま
した。

議会報発行特別委員会
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（財）全国商業高等学校協会主催の簿記実務検
定、ワープロ検定、情報処理検定、商業経済検定、
英語検定、珠算・電卓の各種検定において、苫前
商業高等学校（眞屋岩男校長）が、１級検定の３
種目以上の取得率全道一の栄冠に輝いた。
３種目以上に１４人合格し、うち３名は５種目

に合格するなど、商業高校としての成果が顕著に
あらわれた。
検定は、年に１～２回実施され、受検を希望す

る生徒には補習計画などを立て、放課後をはじめ
土曜日や日曜日、長期休業期間にも指導を行って
おり、眞屋校長も加わり簿記の指導を行った。
５種目に合格した棟方さんは「あきらめたこと

もあったが、先生方に励まされ５種目に合格でき
てうれしい、卒業後は専門学校でイラストデザインを学び、この経験を生かしたい」と話し、竹花さんは
「無理だと思ったが補習を受けながら頑張ることができた。これからもこの努力を続けて行きたい。卒業後
は、専門学校に行き空港で働きたい」と話し、目澤さんは「３年間頑張って良かった。将来はこのことを
役に立て、看護師を目指します」と話し、３人の心はすでに将来の夢に向かい輝いていた。
眞屋校長は、「先生方の粘りある指導と生徒の頑張りが相互に信頼関係を強くし、このような成果が生ま

れた。とてもうれしいです」と感想を述べた。
今後も地域と連携を図りながら、信頼される学校として、教職員一丸となった取組を推進する。

１級３種目以上合格者（敬称略）
５種目　竹 花 沙 織、棟 方 杏 梨、目 澤 真 未　
４種目　太 田 卓 実、立 石 広 大、堀 切 恭 平、水 野 圭 介、杉 野 美 穂　
３種目　奥 泉 大 輔、後 藤 淳、瀬 川 忠 生、立 崎 祐 也、谷 田 奈 々、山 田 千 尋

苫前商業高等学校１級検定３種目以上の取得率全道一
生徒も先生も頑張った

苫前商業高等学校１級検定３種目以上の取得率全道一
生徒も先生も頑張った
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二
月
二
十
三
日
、
留
萌
管
内
教
育
実
践
表
彰
と
教
育
課

程
実
践
研
究
成
果
論
文
表
彰
式
が
留
萌
市
の
ホ
テ
ル
カ
ク

セ
ン
で
行
わ
れ
た
。

当
町
か
ら
は
、
花
井
秀
昭
社
会
教
育
委
員（
岩
見
）が
教

育
実
践
表
彰
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
苫
前
・
古
丹
別
各
小
学

校
が
教
育
課
程
実
践
研
究
成
果
論
文
表
彰
の
優
秀
賞
を
受

賞
し
、深
澤
正
留
萌
教
育
局
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

花
井
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
十
七
年
間
、
社
会
教
育

委
員
と
し
て
本
町
の
社
会
教
育
の
推
進
に
寄
与
し
て
お

り
、
特
に
、
当
町
が
平
成
八
年
か
ら
実
践
し
て
い
る
「
学

社
融
合
事
業
」
に
お
い
て
、
自
ら
の
水
田
を
一
年
間
を
通

じ
て
開
放
し
、
田
植
え
や
稲
の
生
長
過
程
、
稲
刈
り
、
米

の
流
通
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
お
り
、
実
践
的

で
わ
か
り
や
す
い
指
導
は
、
父
母
や
先
生
か
ら
の
信
頼
も

厚
い
。

花
井
さ
ん
は
「
今
後
も
農
業
の
す
ば
ら
し

さ
や
地
元
農
産
物
、
海
産
物
の
良
さ
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
受
賞
の
感
想
を
述

べ
た
。

三
月
五
日
に
は
、
教
育
長
室
を
訪
れ
受
賞

の
お
礼
に
と
、
お
ぼ
ろ
づ
き
三
十
㎏
を
竹
内

教
育
長
へ
手
渡
し
た
。

竹
内
教
育
長
は
「
当
町
の
学
社
融
合
事
業

は
じ
め
教
育
全
般
に
お
い
て
、
花
井
さ
ん
の

ご
尽
力
が
認
め
ら
れ
て
う
れ

し
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
御

祝
の
言
葉
を
述
べ
「
学
校
給

食
で
週
一
回
ほ
ど
行
っ
て
い

る
、“
苫
米
食
べ
よ
うD

A
Y

”

の
お
米
と
し
て
有
効
に
活
用

し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
に
も

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

3月14日、川森光治北留萌消防組合苫前支署長（60）
の消防庁長官永年勤続功労表彰の伝達式がとままえ温泉
ふわっとで行われ、森町長から本人へ手渡された。川森
支署長は、昭和44年から38年間にわたり、消防業務を
遂行し、集中豪雨による河川氾濫の阻止や火災時の適切
な戦術指示により、被害を最小限に止めるなど数々の実
績を上げた。また、消火活動等だけではなく、未然防止
活動として、一般家庭の防火指導や町内会の防火研修会
の開催など防火思想の啓発に努めた。
森町長は「当町の消防業務がここまで振興発展できた
のも、川森支署長のおかげです」と感謝の言葉を述べた。
川森支署長は「この受賞は恵まれた諸先輩のご指導と優
秀なスタッフのおかげです。」と謝辞。また、当日は、
加藤興一副団長の送別会も行われ、出席した約30人の関
係者は、これまでの二人の活躍に感謝しながら、一層の
交流を深めていた。

深澤教育局長から教育実践表彰
を受ける

竹内教育長へおぼろづきを
手渡す花井さん

森町長（右）から伝達を受ける川森支署長

川森光治北留萌消防組合苫前支署長
消防庁長官永年勤続功労章受賞

３月９日、元苫前町議会議員の高橋茂夫さん（大正８
年１月２日生：88歳）の長年にわたる地方自治振興発展
の功績に対して、高齢者叙勲の「旭日単光章」が授与さ
れた。
当日は、北海道知事に代わり留萌支庁の松田誠一地域
振興部長より前田久義さんへ伝達が行われた。高橋さん
は昭和４２年５月から昭和50年４月、昭和54年５月か
ら平成３年４月までの通算５期20年間、議員として在職
し、議会の円滑な運営に尽力され、当町の産業、経済の
向上に多大な功績を残した。高橋さんは、札幌市にて病
気療養中のため出席できなかったが、息子さんにあたる
前田久義さんが代理出席して受け取った。前田さんは
「本来であれば本人が出席したかったと思う。きっと喜
んでいると思います」と話し、しばし町長室で歓談した。

高橋茂夫さんに高齢者叙勲
町議として20年間、地方自治振興に功績

苫米
とままい

食べようDAY
花井秀昭さん管内教育実践表彰受賞の
お礼におぼろづき30キロ寄贈

松田地域振興部長（左）から伝達を受ける前田さん（右）
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や
れ
ば
で
き
る

男
の
初
心
者
料
理
教
室

二
月
二
十
七
日
、
町
公
民
館
で
成

人
講
座
「
男
の
初
心
者
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
た
。

日
頃
あ
ま
り
台
所
に
立
つ
機
会
の

少
な
い
男
性
や
身
の
回
り
の
こ
と
を

任
せ
き
り
の
男
性
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
家
族
の
た
め
に
料
理
を
つ
く

る
き
っ
か
け
や
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
で
き
る
き
っ
か
け
に
と
、
主
に
六

十
歳
以
上
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
募

集
を
し
た
と
こ
ろ
十
三
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。

町
の
鍵
山
栄
養
士
が
講
師
を
担
当

し
、「
豚
汁
」「
白
菜
の
ご
ま
和
え
」

「
ひ
じ
き
の
サ
ラ
ダ
」「
か
つ
お
」
と

「
梅
」
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
。

教
室
開
始
の
二
十
分
前
に
は
全
員

が
集
ま
る
ほ
ど
で
「
や
る
気
満
々
」

予
定
時
間
よ
り
早
め
に
教
室
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

参
加
者
は
、
壁
に
貼
ら
れ
た
レ
シ

ピ
を
見
な
が
ら
、「
次
は
大
根
と
に

ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
を
鍋
に
入
れ
、
最

後
に
愛
情
を
注
ぐ
」
な
ど
、
冗
談
が

た
く
さ
ん
飛
び
交
っ
て
い
た
。

鍵
山
栄
養
士
か
ら
は
「
お
酒
の
適

量
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
「
Ｂ
Ｍ

Ｉ
」
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
お
酒

を
飲
む
と
き
は
、
水
分
が
放
出
し
や

す
い
の
で
、
水
や
お
茶
を
間
に
は
さ

み
な
が
ら
飲
む
こ
と
が
重
要
と
注
意

を
促
し
た
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
身
長
と
体
重
の
割

合
を
示
し
た
も
の
で
、
「
体
重

（
㎏
）
÷
身
長
（

）
÷
身
長
（

）」

で
、
二
十
二
前
後
が
適
正
体
重
で
、

二
十
五
以
上
だ
と
肥
満
。
参
加
者
は

さ
っ
そ
く
計
算
機
を
手
に
し
な
が
ら

苦
笑
い
し
て
い
た
。

試
食
で
は
「
う
ま
い
」「
少
し
薄

味
か
な
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
な
が

ら
、
楽
し
く
昼
食
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
。

２月２６日、町公民館にて北海道教育委員会が昨年９
月に新設した「北海道家庭教育サポート企業等制度」に、
当町の橋場産業株式会社（橋場幸一代表取締役社長）と
渡部工業株式会社（渡部一男代表取締役）が協定を結ん
だ。道教委が行政と民間企業が一体となり家庭教育推進
の環境づくりに取り組む参加企業、団体を募っていたも
の。締結した２社については、道教委のホームページに
取り組みを紹介し、企業・団体をPRするほか家庭教育
関連の啓発資料を配付しサポートする。橋場産業は、地
域の子どもを対象とした職場（工事現場）見学や体験を
実施し、実際の工事がどのように完成していくかなどを
学んでもらうことや従業員の家庭において、子どもが早
寝・早起きをし、親子で朝ご飯を摂るように働きかけを
行うなど、基本的生活習慣を身につけさせる。渡部工業
は、自社のトラックを活用して、交通安全教室の開催や
従業員家庭において、子どもが参加可能な地域イベント
等に積極的に参加するように呼びかけるなどの取組があ
る。

３月４日（日）とままえ温泉ふわっとホールにて、第８
回苫前町雪合戦大会が行われた。雪不足等のため急きょ、
代表者会議が開催され「玉入れ」と「ペタンク」「ヴィ
クトリースロー」の３種目による内容に変更し、大会名
は変更しないことに決定した。当日は、中国チームや留
萌管内の英語指導助手（アメリカ、カナダ、イギリス）
など町内外から９チームが参加した。開会式で主催者の
伊藤通康スポーツセンター長が、参加チームに合わせ、
中国語と英語、日本語であいさつし、３種目総当たりの
熱戦が繰り広げられた。
気軽に誰もが簡単にできる種目ばかりであるが、いざ
対戦となると各選手は必死になり、気合いを入れて勝負
に挑んでいた。参加選手の一人は「ペタンクを始めてや
りました。こんなに楽しいものとは思わなかった。また、
挑戦したい」と感想を述べた。試合結果は、３年連続で
古丹別中学校Aチームに栄冠が輝いた。

締結を終え握手をする渡部社長（左）と深澤留萌教育局長

豚
汁
づ
く
り
に
奮
闘
す
る
参
加
者

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

家庭教育サポート企業制度

ペタンクでは一投一投に歓声が上がった

雪合戦が玉入れ、ペタンク、ヴィクトリスロー
雪不足が思わぬ効果
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二
月
二
十
六
日
、
留
萌
中
部
森
林

組
合
（
橋
本
昭
雄
組
合
長
）
の
通
常

総
会
が
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

橋
本
組
合
長
は
「
道
産
材
の
需
要

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
ま
だ
価
格

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
動

向
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
管
内
の

合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
方
向
で

進
め
る
こ
と
を
協
議
会
で
確
認
さ
れ

た
」
と
述
べ
た
。

議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。
役
員
改
選
も
行
わ
れ
た
。

役
員
は
、
▽
理
事
　
橋
本
昭
雄
、
川

端
武
、
田
口
文
雄
、
立
松
松
雄
、
山

田
洽
生
、
鴨
田
清
春
、
石
川
保
昭
、

野
田
幸
一
、
中
島
巌
▽
監
事
　
長
島

純
、
石
山
保
雄
、
関
哲
男
（
敬
称
略
）

留
萌
中
部
森
林
組
合

通
常
総
会
開
催総会の様子

三
月
二
日
、
苫
前
保
育
園
（
打
田

美
智
子
園
長
）
と
古
丹
別
保
育
所

（
川
森
の
り
子
所
長
）
で
、
ひ
な
ま

つ
り
が
行
わ
れ
た
。

苫
前
保
育
園
で
は
、
園
児
ら
が
全

員
で
「
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん

ぼ
り
に
お
花
を
あ
げ
ま
し
ょ
桃
の
花

…
」
を
元
気
に
歌
い
、
打
田
園
長
と

元
園
長
の
坂
川
玲
子
さ
ん
が
全
員
に

お
茶
を
振
る
舞
っ
た
。

園
児
ら
は
、
七
段
ひ
な
壇
の
前
の

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
に
正
座
し
、
お
茶

の
作
法
を
学
び
な
が
ら
和
菓
子
と
抹

茶
を
い
た
だ
き
、
ひ
な
祭
り
気
分
を

満
喫
し
た
。

礼
儀
正
し
く
ひ
な
ま
つ
りお茶の礼儀作法を学ぶ園児

二
月
二
十
七
日
、
苫
前
中
学
校
（

松
本
三
樹
雄
校
長
）
で
校
内
カ
ル
タ

大
会
が
行
わ
れ
た
。

当
日
の
読
み
手
を
担
当
し
た
の

は
、
苫
前
地
区
で
カ
ル
タ
の
指
導
を

し
て
い
る
、
小
野
寺
正
博
さ
ん
と
佐

藤
鬨
夫
さ
ん
。
各
学
年
Ａ
チ
ー
ム
か

ら
Ｄ
チ
ー
ム
ま
で
各
４
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
学
年
別
の
対
抗
戦
方
式
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
１
位
は
３

年
生
の
７
勝
１
敗
、
２
位
は
４
勝
４

敗
で
２
年
生
、
３
位
は
１
勝
７
敗
で

１
年
生
と
な
っ
た
。

苫
前
中
学
校
で

校
内
カ
ル
タ
大
会学年対抗で行われた校内カルタ大会

手
作
り
の
お
守
り
を

手
渡
す
渡
部
部
長

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

手
渡
す
檜
森
社
長

子
ど
も
を
事
故
に
遭
わ
せ
な
い

手
づ
く
り
の
お
守
り
で
交
通
安
全
を
祈
る

三
月
十
二
日
、
町
商
工
会
女
性
部

（
渡
部
豊
子
部
長
、
山
本
美
智
子
、

木
全
澄
子
副
部
長
）
の
三
人
が
教
育

長
室
を
訪
れ
、
苫
前
神
社
で
御
払
い

を
受
け
た
手
づ
く
り
鈴
の
お
守
り
百

五
十
個
を
寄
贈
し
た
。

渡
部
部
長
は
「
町
内
の
子
ど
も
た

ち
に
交
通
安
全
の
お
守
り
と
し
て
活

用
し
て
下
さ
い
」
と
手
渡
し
た
。

竹
内
教
育
長
は
、「
忙
し
い
中
、

女
性
部
の
事
業
の
一
環
と
し
て
作
成

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
子
ど
も
た
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
遭
わ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

こ
の
鈴
は
、
町
内
の
新
一
年
生
と

保
育
園
（
所
）
全
員
に
手
渡
さ
れ
る
。

十
三
日
に
は
、
沿
岸
バ
ス
（
株
）

の
出
口
治
康
代
表
取
締
役
社
長
が
訪

れ
、
手
提
げ
袋
三
十
枚
が
寄
贈
さ
れ

た
。
ま
た
、
高
齢
者
事
業
団
（
鎌
田

信
夫
会
長
）
か
ら
ひ
ょ
う
た
ん
マ
ス

コ
ッ
ト
二
十
七
個
、
苫
前
婦
人
会

（
斉
藤
玲
子
会
長
）
か
ら
は
、
カ
エ

ル
な
ど
の
マ
ス
コ
ッ
ト
３
種
類
百
五

十
個
、
古
丹
別
婦
人
会
（
林
千
代
美

会
長
）
か
ら
は
、
交
通
安
全
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
十
四
冊
。
ま
た
、
三
十
日
に

は
、
㈲
藤
観
光
バ
ス
の
檜
森
正
春
社

長
が
訪
れ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
三

十
枚
を
寄
贈
し
た
。

㈲
藤
観
光
バ
ス
か
ら
の
寄
贈
は
昭

和
四
十
九
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
お
り

今
年
で
三
十
三
回
目
と
な
る
。

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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三
月
十
六
日
、
旭
地
区
の
脳
刺
激

訓
練
教
室
が
、
旭
克
雪
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

旭
親
老
人
ク
ラ
ブ（
寺
林
正
会
長
）

会
員
十
一
名
が
参
加
し
、
二
日
間
を

か
け
て
樹
脂
粘
土
を
使
い
「
イ
チ
ゴ

の
置
物
づ
く
り
」
に
没
頭
し
た
。

講
師
は
、
樹
脂
粘
土
サ
ー
ク
ル
所

属
す
る
酒
井
佳
代
子
さ
ん
と
芳
賀
良

子
さ
ん
。
酒
井
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
手

際
が
良
く
、
思
っ
た
よ
り
早
い
ペ
ー

ス
で
作
業
が
進
み
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
、
参
加
者
か
ら

は
「
葉
の
し
な
や
か
さ
を
出
す
の
が

難
し
か
っ
た
」「
ま
た
、
作
っ
て
み

た
い
」
と
完
成
し
た
イ
チ
ゴ
の
置
物

を
手
に
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

樹
脂
粘
土
は
楽
し
い

３月３日（土）午前１０時より町公民館で、リサイ

クル広場が開催された。公民館の乳幼児を対象とした

事業などに参加したお母さんたちから、子ども用のお

もちゃや衣類、絵本、靴など家庭で眠っている各種用

品約３００点が集まり、エントランスホールに陳列さ

れた。これらはすべて無料提供。当日は、お宝ものを

手にするため、午前１０時前から玄関前に整列する方

もいるほどの盛況ぶりで、約１２０点の行き先が決ま

った。

最近あまり耳にすることがなくなった「おさがり」

をこのような「リサイクル広場」により、「捨てずに活

用してもられることは、出品する側もいただく側にと

ってもありがたい」との声。物を無駄にしない「もっ

たいない精神」が地球に必要かもしれない。

もったいない精神が
地球を救う!!

２月２３日、町公民館で、「なかよし広場」（主催公

民館）が開催された。今回は、古丹別中学校（真田正

校長）の３年生１２人が、家庭科の授業の一環として、

幼児保育を体験した。なかよし広場は、子育て真最中

の母親が子育ての不安や親子の交流の場として、月２

回開催している。生徒たちにとっては、授業で学んだ

ことを実習する場として「なかよし広場」を活用した。

生徒は、子どもたちとふれ合いながら一緒に遊び、

お母さんたちに、子どもを生むときの気持ちや子育て

の苦労などを質問し、お母さんからの回答を一生懸命

にメモしていた。向野信哉くんは「子どもと遊ぶのは

楽しかった。お母さん方の話しを聞いて、育児って大

変なことだと思った」と感想を述べていた。

古丹別中学校３年生が
幼児保育を体験!!

完成を喜ぶ参加者の皆さん

三
月
十
九
日
、
翌
日
に
卒
業
式
を

迎
え
た
苫
小
六
年
生
（
中
井
清
校
長
）

十
一
名
が
力
を
合
わ
せ
て
、
一
生
懸

命
に
手
づ
く
り
し
た
万
年
カ
レ
ン
ダ

ー
が
完
成
し
た
。

作
品
づ
く
り
に
は
、
苫
前
町
総
合

技
能
士
会
（
松
田
弘
会
長
）
の
横
内

吉
弥
（
74)

さ
ん
が
、
二
回
ほ
ど
学
校

を
訪
問
し
、
こ
ど
も
た
ち
の
お
手
伝

い
を
し
た
。

万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の
大
き
さ
は
、

縦
九
十
㎝
、
横
四
十
五
㎝
ほ
ど
の
も

の
で
、
そ
の
月
ご
と
に
数
字
を
自
由

に
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
見

や
す
い
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。

最
後
に
子
供
た
ち
か
ら
お
礼
の
言

葉
と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
た
横
内
さ

ん
は
、
卒
業
式
を
前
に
涙
ぐ
ん
で
い

た
。 苫

前
小
学
校
六
年
生

卒
業
記
念
作
品
完
成

卒業記念作品と一緒に記念写真
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5月1日からオープンする文化施設・スポーツ施設

チャレンジデー2007

一緒にやりませんか？

5月30日（水）島根県海士
あ ま

町 vs 苫前町

□苫前町郷土資料館
開館期間：5月～10月
開館時間：10：00～17：00
入 館 料：大人　210円　小人　100円
休 館 日：月曜日　※祝日の場合は火曜日

※夏休み期間は無休

□苫前町野球場
開設期間：5月～10月
開設時間：9：00～21：00
夜間照明使用料：20分310円

□苫前パークゴルフ場
□古丹別リバーサイドパークゴルフ場
開設期間：5月～10月
開設時間：6：30～日没
用具貸出：スポーツセンター、苫前町郷土

資料館、とままえ温泉ふわっと

チャレンジデーは、5月の最終水曜日の午前0時から午後9時ま
での間、15分間以上の運動を行った人の参加率を市町村単位で競
い合う住民総参加型スポーツイベントです。昨年は89.1％
（3,672人）の参加をいただき見事勝利を収めることができました。
苫前町は今年で5回目の参加となりますが、まちの連帯感を高め
住民の参加と健康づくりにチャレンジすることを目的に実施しま
す。皆様の参加と協力をお願いします。

海士町ってどんなまち？
海士町（あまちょう）は、島根県にある隠岐諸島の島前3島の

ひとつ中の島に位置し、人口約2,500人のまちです。美しい自然
と豊かな人情を大切にし、住民一丸となった特色あるまちづくり
を進めています。

現在、色々な団体がまちづくり活動を実践しています。その企画や実施などに一緒に参加する方を探してい
ます。あなたが参加することのできる事、空いている時間で結構です。特別な技能などはまったく必要ありま
せん。あなたのチカラ、まちづくりにいかしませんか？お問い合わせは公民館へ。

① 子育てメルマガ 子育て中の親にメールマガジンを配信。内容をみんなでワイワイ作りましょう。
② 子どものたまり場 放課後の時間に子どもにスポーツ体験を。企画や実践のほか見守りなども。
③ 図書室サポーター 読み聞かせや子ども向け事業もしています。企画から実際の活動にも。
④ その他なんでも あなたの特技や趣味がまちづくり活動につながります。

□ 苫前町B&G海洋センター
開館期間：5月～9月
開館時間

入館料

休館日：月曜日　※祝日の場合は火曜日
※夏休み期間は無休

区　　　分 午　前
10時～12時

5･6･9月

7～8月

火 ～ 金 曜 日

土・日曜日祝日

火～日曜日祝日 ○

午　後
13時～17時

○

○

夜　間
18時～20時30分

○

○

○

区　　分

町　　内

町　　外

小中学生

１ 回 券

50円

100円

シーズン券

500円

高 校 生

１ 回 券

100円

210円

一 般

１ 回 券

210円

300円

島根県海士
あ ま

町

～あなたの学びたいを応援します～

e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは
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今
月
の
担
当
は
簗
瀬
保
健
師
で
す
。 
『
心
の
健
康
』 

健　　康 
ばんざい 

１
、
疲
れ
た
時
に
は
十
分
休
む
。

２
、
一
度
に
多
く
の
事
を
し
な
い
。

３
、
家
人
や
友
人
と
よ
く
話
し
を
す

る
。

４
、
周
囲
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
。

５
、
置
か
れ
た
環
境
を
十
分
認
識
す

る
。

６
、
時
に
は
一
人
っ
き
り
に
な
る
。

７
、
余
暇
を
大
切
に
す
る
。

８
、
負
け
る
が
勝
ち
を
心
が
け
る
。

９
、
身
体
の
健
康
に
留
意
す
る
。

人
間
関
係
や
環
境
の
変
化
の
あ
る

こ
の
時
期
に
、
心
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
環
境
の
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ

転
勤
や
人
事
異
動
な
ど
、
こ
の

時
期
は
色
々
な
環
境
の
変
化
が
あ

る
時
期
で
す
。
ま
た
、
家
庭
内
の

変
化
か
ら
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
ス
ト
レ
ス
っ
て

何
で
し
ょ
う
？

Ａ

ス
ト
レ
ス
は
簡
単
に
言
う
と

「
刺
激
を
受
け
た
時
に
生
じ
る
、

心
や
体
の
ゆ
が
み
」
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
と
聞
く

と
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
受
け
取
り
方
や
程
度
・

種
類
に
よ
っ
て
は
良
い
刺
激
と
な

り
、
や
る
気
へ
の
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
も
の
で
す
。
し
か
し

状
況
に
よ
っ
て
は
、
体
調
不
良
や

う
つ
病
な
ど
の
病
気
を
招
い
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

苫
前
町
で
は
従
来
、
年
に
２
回

（
６
月
・
12
月
）
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
19
年
度
は
医
師
の
派

遣
の
関
係
で
１
回
目
の
６
月
は
、
乳

が
ん
検
診
の
み
の
実
施
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

６
月
13
日（
水
）

乳
が
ん
検
診

〜
定
員
90
名

会
場：

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
９
日（
日
）

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

〜
定
員：
子
宮
が
ん
２
３
０
名

乳
が
ん
90
名

会
場：

苫
前
町
公
民
館

問
い
合
わ
せ

苫
前
町
役
場
町
民
課
け
ん
こ
う
係

（
64
―
２
２
１
５
　
内
線
２
２
７
）

Dr.小野の処方せん 
サプリメントとはハーブ、ビタミン、ミネラル、アミノ酸などの

栄養成分を１種類以上含む「栄養補助のための製品」としており、

健康に有用な機能性を持つと厚生労働省が認めた食品は「特定保健

用食品（特保）」とされている。

ところで現代人は植物性蛋白質は、やや不足気味でカロリーは過

剰摂取している。ミネラルでは、塩分とリン酸塩の摂取量が過剰で、

それ以外のビタミン、ミネラル、食物繊維が不足している。摂取し

たカロリーを効率よく過不足なくエネルギーに変換するには、それ

に見合った量のビタミンをはじめとする副栄養素の摂取が必要であ

る。抗加齢に対するサプリメントの主な役割は、抗酸化作用や免疫

不活化作用をねらったものでビタミンＣ、ビタミンＥ、グルタチオ

ン、リポ酸、コエンザイムＱ１０などが抗酸化作用を持つ。また、

悪性腫瘍の予防および治療補助を目的としたサプリメントもある。

サプリメント使用時の注意事項は過剰摂取による副作用と医薬品と

の相互作用などで摂取方法の工夫が必要である。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

サプリメント

☆
ス
ト
レ
ス
に

強
く
な
り
ま
し
ょ
う
！

平
成
19
年
度

乳
が
ん

子
宮
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ

＊
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
近
い
時
期

に
な
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
回
覧

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

苫前町の交通事故情報
平成18年２月末現在

交通事故死ゼロ日数は

2月28日現在で1032日

発生件数

０件

死者数

０人

負傷者数

０人

納期内納入にご協力願います。

４月 町税の納期

今月は、
軽自動車税
の納入月です。



広報とままえ　４月号 15頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

40歳～64歳の方を第２号被保険者といい、老化に
起因する特定疾病により介護が必要となった場合、サー
ビスを利用できます。保険料は、加入医療保険に上乗せ
し納付します。
65歳以上の方は第１号被保険者といい、介護が必要
となった場合、原因を問わずサービスを利用することが
できます。保険料は、所得に応じて6段階に分け、年金
又は納付書により納めることとなります。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

介護サービスを受ける場合には、費用の１割が自己
負担となります。介護サービスは、在宅サービス（ヘル
パー、デイサービス、訪問看護、ショートステイ等）と、
施設サービス（老人福祉施設、老人保健施設、療養型医
療施設等）があり、在宅サービス費用は、１回の利用に
つき500～2,000円程度、施設サービス費用は、１か月
につき４万～６万円程度が目安となります。なお、サー
ビス費用は、要介護度等により金額が異なりますので、
利用する際はご確認願います。

Ｑ　介護サービスの利用料はいくらですか？

係及び古丹別支所窓口において申請手続きをしてくださ
い。

介護保険サービスを利用するには、心身の状況をチ
ェックする要介護認定（要支援1･2、要介護1～5）を受
けなければ、サービスを利用することができません。介
護サービスを利用したい場合には、苫前町役場しあわせ

Ｑ　介護サービスを利用するにはどうしたら
よいですか？

お問い合わせ 苫前町役場町民課しあわせ係
0164-64-2215（内線226）まで

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
の
届
出
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
　
国
保
の
加
入
は
世
帯
ご
と
に
な

り
ま
す
。
国
保
の
届
出
は
14
日
以

内
に
世
帯
主
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

国
保
に
入
る
と
き
はこ

ん
な
と
き

●
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
）

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

日
（
退
職
日
の
翌
日
）

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
？

被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
（
届
け

出
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
ま
で
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
証
が

な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
と
き
は

こ
ん
な
と
き

●
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
の
翌

日
、
ま
た
そ
の
日

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し

た
日
の
翌
日

●
死
亡
し
た
日
の
翌
日

●
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
日

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
？

資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
国
保

を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、
国

保
で
負
担
し
た
分
の
医
療
費
は
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
保
険
税
が
二
重
払
い
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

苫
前
町
町
民
課
し
あ
わ
せ
係

64-

２
２
１
５
（
２
２
６
）

Ａ

Ａ

Ａ

「介護保険制度について」

メタボリックシンドロームのベース
になる内臓脂肪は、つきやすい反面、
減らしやすい脂肪でもあるので、食
生活や運動習慣を改善して、おなか
の脂肪を減らしましょう。



広報とままえ　４月号 16頁

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９

・住宅防火対策の推進
・放火火災・連続放火火災予防
対策の徹底

・特定防火対象物等における防
火安全対策の徹底

・林野火災予防対策の推進
・乾燥時及び強風時の火災発生
防止対策の推進

・住宅用火災警報器等の普及促
進

実施期間 4月20日（金）～4月30日（月）
重点目標『消さないであなたの心の注意の火』

火遊びは非常に危険です！
子供に火遊びをさせないよう
注意しましょう。

春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施

タバコによる火災、未だ減らず！
タバコによる火災を無くすためにも
寝タバコ等はしないよう、またさせ
ないようにしましょう。

平
成
18
年
度
確
定
保
険

料
・
平
成
19
年
度
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

平
成
19
年
５
月
21
日（
月
）

ま
で
に
手
続
き
を
！

※
平
成
19
年
度
労
働
保

険
年
度
更
新
か
ら
、
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被

雲
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付

が
始
ま
り
ま
す
。

年
度
更
新
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、

留
萌
労
働
基
準
監
醤
署

（
０
１
６
４
―
42
―
０
４
６
３
）

ま
で

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n

住まいる
ス マ イ ル

情報
労働保険
年度更新の
手続きは、
正しく
お早めに！

平成19年度自衛隊一般幹部候補生等募集

一般 幹 部 候 補 生
22歳以上26歳未満の者

筆記試験
・一般教養（大学教養課程修了程度）
・専　　門（大学専門課程修了程度）

筆記試験
・一般教養（大学教養課程修了程度）
・専　　門（大学専門課程修了程度）

筆記試験（小論文）、口述試験および身体検査

筆記試験（一般教養・小論文）、口述試験および身体検査

20歳以上30歳未満の者
大学において歯学課程終了
（見込み含む）
20歳以上26歳未満の者
大学において薬学課程終了
（見込み含む）
専攻学科、経験年数免許等の条
件があります。
細部は問合せてください。

種 　 　 目 応 募 資 格

5月11日（金）

（締切日必着）

5月25日（金） 7月3日（火）

5月25日（金）

締め切り

5月19日（土）

（一次試験）

試験期日 試験期日

海上技術幹部候補生

歯 科 幹 部 候 補 生

薬剤科幹部候補生

医科・歯科幹部自衛官

海上自衛隊技術幹部

お問い合わせ ○各市町村自衛官募集担当者 ○自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所0164－42－4650
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瀬
川
　
天
夢

て
ん
む

大
貴
／
春
奈
３
月
３
日
古
丹
別

二男

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

平成19年度調理師試験受付
◇試験期日 ８月29日（火）午後1時30分～午後4時
◇試験場所 滝川市
◇願書受付 留萌保険福祉事務所保健福祉部
◇受付期間 ５月7日（月)～６月３日(金)
◇受験資格

義務教育を受けた者で、多数人に対し飲食物を提供す
る学校・病院等の施設又は、食品衛生法施行令第５条第
１号の飲食店営業、第１１号の魚介類販売業、第２８号
の惣菜製造業において、平成１９年６月１日までに２年
以上の調理の業務に従事した者

◇提出書類　①調理師試験受験願書　　　　　１部
②調理師試験受験者整理カード　１部

◇手 数 料　6,700円に相当する額面の北海道収入証紙を所
定の箇所に貼り、印章または署名により消印す
ること

◇問合せ先　留萌保険福祉事務所保健福祉部
子ども・保健推進課保健予防係
住所：留萌市住之江町２丁目１－２
場所：0164－42－8326（ダイヤルイン）

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

増
川
利
二
郎
（
77
歳
）
２
月
16
日

苫
　
前

鹿
内
ミ
ユ
キ
（
97
歳
）
２
月
19
日

古
丹
別

丸
山
　
由
蔵
（
96
歳
）
２
月
19
日

力
　
昼
　

伊
藤
　
幸
子
（
81
歳
）
２
月
23
日

旭

赤
坂
　
時
江
（
83
歳
）
３
月
８
日

苫
　
前

工
藤
キ
ミ
子
（
83
歳
）
３
月
10
日

苫
　
前

山
本
　
國
彦
（
87
歳
）
３
月
11
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
札
幌
市
　
高
　
橋
　
茂
　
夫
　
様

○
苫
前
町
　
竹
　
内
　
　
　
勝
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
赤
　
坂
　
政
　
幸
　
様

各
町
内
会
・
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
）

○
余
市
町
　
増
　
川
　
正
　
美
　
様

（
長
島
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
長
　
島
　
丹
　
羽
　
貞
　
子
　
様

（
苫
前
は
ま
な
す
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
苫
　
前
　
赤
　
坂
　
政
　
幸
　
様

（
苫
前
町
遺
族
会
）

○
東
　
川
　
合
　
田
　
明
　
光
　
様

古
丹
別
各
小
中
学
校
・
公
民
館
・

保
育
所
へ
雑
巾
の
寄
贈

○
古
　
丹
　
別
　
婦
　
人
　
会
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

地
震
が
お
そ
ろ
し
い
と
い
わ
れ
る
理

由
の
一
つ
に
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、

突
然
、
大
地
が
揺
れ
だ
す
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
数
秒
程

度
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、

大
き
く
揺
れ
る
前
に
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
、
事
前
に
身
構
え
る
な
ど
の
対

応
が
取
れ
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
出
来
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
気
象
庁

が
中
心
に
本
運
用
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
と
い

う
新
し
い
地
震
情
報
で
す
。

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に

近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、
直

保
す
る
』
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
家
庭
で
は
、

・
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か
ら

は
離
れ
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に

隠
れ
る
。

・
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

な
ど
の
行
動
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

電
話：

〇
一
六
六-

三
二-

七
一
０
二

◎
山
菜
採
り
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

〜
山
菜
採
り
無
我
夢
中
に
落
と
し
穴
〜

【
山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止
】

例
年
、
た
く
さ
ん
の
山
菜
愛
好
家

が
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
ケ
ノ
コ
等
の

山
菜
採
り
の
た
め
に
入
山
し
、
道
に

迷
っ
た
り
、
沢
へ
転
落
す
る
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と
そ

こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
山
菜
採
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
一
人
で
は
山
菜
採
り
に
行
か
な
い
。

○
家
族
等
に
は
必
ず
行
き
先
と
帰
る

時
間
を
知
ら
せ
る
。

○
一
緒
に
入
っ
た
仲
間
と
声
を
掛
け

合
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す
な
ど
、

絶
え
ず
位
置
を
知
ら
せ
合
う
。

○
歩
い
た
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に
テ

ー
プ
等
で
目
印
を
付
け
る
。

○
万
一
に
備
え
、
目
立
つ
服
装
を
し

笛
や
雨
具
を
携
行
す
る
。

○
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
除
け
の

た
め
に
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
行
す
る
。

○
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
す
る
と
と

最
近
の
開
放
式
小
型
湯
沸
器
に
よ

る
一
酸
化
炭
素
中
毒
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
開
放
式
小
型
湯
沸

器
を
室
内
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、

換
気
が
十
分
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
換
気
が
不
十
分
な
場
合
、

不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
章
者
の
皆
様
が
製
品
事
故
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
を
適

切
に
認
識
し
、
製
品
を
正
し
く
使
用

す
る
事
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
経
斉
産
業
省
で
は
、
毎

月
第
二
火
曜
日
を
『
製
品
安
全
点
検

日
』
と
し
、
製
品
の
安
全
な
使
用
方

法
や
リ
コ
ー
ル
製
品
等
に
つ
い
て
情

報
提
供
・
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

第
二
火
曜
日
は
「
火
に
注
意
」
し

て
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
や
漏
電

に
よ
る
発
火
や
そ
の
他
の
製
品
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
北
海
道
経
済
産
業
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hkd.m

eti.go.jp/hokih/
consum

er/anzen_kakuho.htm

を
ご
覧
下
さ
い
。

も
に
、
熊
の
新
し
い
痕
跡
を
見
つ
け

た
ら
引
き
返
す
。

ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の
震
度
な
ど
を
推

定
し
、
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
が
始

ま
る
数
秒
〜
数
十
秒
前
に
、
大
き
な

揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、

い
つ
で
も
事
前
に
揺
れ
が
く
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

震
源
に
近
い
所
で
は
、
情
報
の
提
供

が
主
要
動(

大
き
な
揺
れ)

の
到
達
に
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
情
報
は
今
年
９
月
頃
を
目
途

に
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
緊
急
地
震
速

報
を
聞
い
た
と
き
の
行
動
で
重
要
な

こ
と
は
、『
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、

あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確

気
象
台
一
口
メ
モ

「
緊
急
地
震
速
報
」

羽
幌
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
詫
び

三
月
号
４
頁
の
２
段
目
中
の
予
算
額

一
億
六
千
百
十
一
万
円
を
一
億
六
百
十

一
万
円
に
訂
正
し
、
５
頁
の
表
中
に
あ

る
収
容
先
医
療
機
関
別
人
員
内
訳
の
医

療
機
関
名
の
二
段
名
の
苫
前
厚
生
病
院

は
道
立
羽
幌
病
院
に
訂
正
し
、
お
詫
び

致
し
ま
す
。
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地
球
が
怒
っ
て
い
る
の
か
？
地
球
が
助

け
を
求
め
て
い
る
の
か
？
そ
れ
と
も
地

球
が
人
間
に
何
か
を
訴
え
て
い
る
の
か

▽
３
月
25
日
に
能
登
半
島
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
が
発
生
し
、

４
月
２
日
に
は
南
太
平
洋
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
付
近
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
世
界
中
の
ど

こ
で
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
状
況
だ
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
の
で
は
な
く
「
忘
れ
る

前
に
起
き
て
い
る
」▽
４
月
１
日
に
は
、

静
岡
県
清
水
区
で
気
温
31
・
８
度
を
記

録
し
、
早
く
も
全
国
初
の
真
夏
日
を
記

録
し
て
い
る
。
当
町
で
は
、
第
８
回
目

に
な
る
「
雪
合
戦
大
会
」
が
初
め
て
雪

不
足
の
た
め
に
室
内
競
技
に
変
更
と
な

っ
た
▽
こ
の
よ
う
な
自
然
状
況
の
中
、

先
日
、
町
公
民
館
で
救
急
救
命
士
等
の

消
防
職
員
や
医
師
、
看
護
師
ら
約
50
人

が
札
幌
や
紋
別
、
十
勝
方
面
の
全
道
各

地
か
ら
集
結
し
、
災
害
医
療
に
係
わ
る

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
た
る
内
容

は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
。
地
震
な
ど
の
災
害

に
お
い
て
、
多
数
の
疾
病
者
が
発
生
し

た
場
合
に
重
傷
度
と
緊
急
性
な
ど
に
よ

っ
て
、
疾
病
者
を
素
早
く
区
別
判
定
す

る
と
い
う
災
害
医
療
の
ひ
と
つ
で
あ
る

▽
こ
の
勉
強
会
が
自
主
的
に
自
費
で
開

催
さ
れ
、
今
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
る

と
い
う
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
言
う
が
、
地
球
規
模
で
大
規
模
な
自

然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
な
か
、
人
の

命
を
救
う
た
め
の
こ
の
よ
う
な
自
主
的

な
勉
強
会
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
る
方
が
と

て
も
格
好
良
く
見
え
た
▽
自
然
災
害
や

異
常
気
象
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
、

人
間
の
仕
業
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
球
を
大

切
に
す
る
精
神
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
・
・
・

編

集

雑

記

帳

卒業ギャラリー

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

卒業ギャラリー卒業ギャラリー

風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

19年度売電累計 5,793,682円
（昨年実績 6,146,894円）

平成19年３月分の実績
・供給電力量　461,740kWh 

5,793,682円
（昨年実績　6,146,894円）

3月26日
修了式 第44回古丹別保育所児12名

3月19日
卒業式 第105回古丹別小学校卒業生15名

3月12日
卒業式 第60回古丹別中学校卒業生12名

3月24日
卒園式 第47回苫前保育園児11名

3月20日
卒業式 第109回苫前小学校卒業生11名

3月12日
卒業式 第60回苫前中学校卒業生13名

3月1日
卒業式 第54回苫前商業高等学校卒業生26名


